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第 １ ５ - ０ １ ０ 号 

     ２ ０ １ ５年 ７月 ２９日 

 平成２８年３月期 第１四半期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日７月２９日（水）、平成２８年３月期 第１四半期決算を取りまとめ

ました。詳細は「平成２８年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 

 

１．平成２８年３月期 第１四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 

・当第１四半期のわが国経済は、設備投資の持ち直しの動きや、個人消費に持ち直しの兆しが

見られる等、緩やかな回復基調が続きました。また、先行きについては、海外景気の下振れ等、

景気を下押しするリスクがあるものの、各種政策の効果もあり、緩やかに回復していくことが期

待されています。 

・前期は、羽田空港の国際線発着枠の拡大を機に羽田における国際線を充実させ、内際ネット

ワークの連携を強化しました。当期は、成田の国際線ネットワークの拡充を進め、国際ハブ空

港としての機能強化を図る等、首都圏デュアルハブモデルの進化に取り組んでいます。 

・英国ロンドンに拠点を置く航空産業の格付け会社であるスカイトラックス社より、当社グループ

は日本で唯一の顧客満足度の最高評価「５スター」エアラインに３年連続で認定されたことに

加え、「空港サービス全般」と「アジアを拠点とする航空会社の空港スタッフと客室乗務員によ

るお客様へのサービス品質」の２部門においても世界で最も優秀な航空会社に選ばれました。 

・国際線事業を中心にグローバル需要を着実に取り込んだこと等により、売上高は前年同期を

上回りました。事業規模の拡大に連動して営業費用も増加しましたが、コスト構造改革を着実

に進め、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに増益となりました。 

これらの結果、当第１四半期の連結経営成績は売上高が４，１３８億円、営業利益は１６７億

円、経常利益は１５９億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は８３億円となりました。 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２８年３月期 
第１四半期 

平成２７年３月期 
第１四半期 

増減 増減率(%) 

売 上 高 ４，１３８ ３，８６８ ２７０       ７．０ 

営 業 費 用 ３，９７１ ３，８６４ １０６       ２．８ 

営 業 損 益 １６７ ３ １６３  ４，７２５．６   

営 業 外 損 益 ▲８ ▲２８ ２０ ―― 

経 常 損 益 １５９ ▲２５ １８４ ―― 

特 別 損 益  ▲０  １００ ▲１００ ―― 

親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 

８３ ３４ ４８   １４０．０ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 
平成２８年３月期 
第１四半期 

平成２７年３月期 
第１四半期 

増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ３，５７１ １５２ ３，３５１ ▲１１ ２２０ １６４ 

航空関連事業 ５７８ １９ ５３６ ２７ ４２ ▲８ 

旅 行 事 業 ３６３ ５ ３６７ ７ ▲４ ▲２ 

商 社 事 業 ３５２ １４ ３００ ５ ５２ ８ 

そ の 他 ７９ ３ ７５ １ ４   １ 
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

・北陸新幹線開業に伴う競争環境の変化等により、旅客数は前年同期を下回りましたが、需要

動向に応じて各種運賃を柔軟に設定する等、増収に努め、収入は前年同期を上回りました。 

・伊丹空港において低騒音ジェット機での発着が可能となる「低騒音機枠」を活用し、サマーダ

イヤから伊丹＝函館線を再開する等、ネットワークの充実によるお客様の利便性向上を図り

ました。また、北陸新幹線の開業に伴う競争環境の変化に対応し、羽田＝富山・小松線の機

材を小型化して利用率を改善する等、需給適合を推進しました。 

・各種「旅割」運賃の水準をきめ細かく見直す等、需要喚起に努めました。 

・サービス面では、プレミアムクラスにおいて提供している温かいお食事の提供路線を６月より

３路線から６路線に拡大する等、競争力の強化に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は３９億円の増収（前年同期比２．７％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成２８年３月期 

第１四半期 

平成２７年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，５２３       １，４８３   ３９  ２．７ 

旅客数（千人） ９，９１１ ９，９７０ ▲５９ ▲０．６ 

座席キロ（百万座席キロ） １４，４６４ １４，８３９ ▲３７４ ▲２．５ 

旅客キロ（百万人キロ） ８，８５１ ８，７８８ ６２ ０．７ 

利用率（％） ６１．２ ５９．２   ２．０ ――― 

 

 ②国際線旅客 

・ビジネス需要が堅調に推移したことに加え、全方面において旺盛な訪日需要を積極的に取り

込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

・６月より成田＝ヒューストン線を新規開設し、米国南部や中南米へのアクセス利便性を活かし

てビジネス需要の取り込みを図ったほか、成田＝シンガポール線を増便し、北米～アジア間

における乗り継ぎ利便性の向上を図りました。 

・海外において、ＡＮＡブランドとともに日本の魅力を伝えるプロモーションに継続して取り組み、

需要喚起に努めました。また、全米女子ゴルフツアーＬＰＧＡメジャー第１戦の冠スポンサーと

なり、トーナメント名称を「ＡＮＡ ＩＮＳＰＩＲＡＴＩＯＮ」とリニューアルしたほか、ＬＰＧＡの公式エア

ラインとなる等、グローバルな知名度の向上に努めました。 

・サービス面では、５月より、一部機材においてニュースやスポーツ番組をリアルタイムでご覧

いただける「ＳＫＹ ＬＩＶＥ ＴＶ」を開始する等、フルサービスキャリアとしての競争力強化に努

めました。 

結果として、国際線旅客収入は１００億円の増収（前年同期比９．２％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成２８年３月期 

第１四半期 

平成２７年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，１９３ １，０９２  １００ ９．２ 

旅客数（千人） １，９１０ １，６８９  ２２０ １３．１ 

座席キロ（百万座席キロ） １２，６０１ １２，２７３  ３２７ ２．７ 

旅客キロ（百万人キロ） ９，１９４ ８，４７１  ７２２ ８．５ 

利用率（％） ７３．０ ６９．０  ３．９ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、４月より新たな販売システムを導入し、リアルタイムでスペース情報の提供を

可能とする等、販売体制の強化に努めましたが、台風等の天候不良の影響により北海道・沖

縄発を中心とした生鮮貨物が減尐したことに加え、円安の影響により国際線から転送される

貨物が減尐したこと等から、輸送重量・収入ともに前年同期を下回りました。 

・国際線貨物は、米国発アジア向け生鮮貨物等の堅調な三国間輸送貨物の取り込みに努めま

したが、日本発中国・アジア向け貨物や、円安の影響を受けた日本向け貨物需要が伸び悩ん

だこと等により、輸送重量・収入ともに前年同期を下回りました。 

結果として、国内線貨物収入は４億円の減収（前年同期比５．４％減）、国際線貨物収入は  

４億円の減収（前年同期比１．６％減）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成２８年３月期 

第１四半期 

平成２７年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

国

内

線 

貨物収入（億円）      ７２      ７６ ▲４ ▲５．４ 

輸送重量（千トン）     １０４     １１０ ▲５  ▲５．１ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     １０６     １１１ ▲５  ▲５．０ 

国

際

線 

貨物収入（億円）     ２８８     ２９３ ▲４ ▲１．６ 

輸送重量（千トン）     １９１     ２１２ ▲２０ ▲９．８ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ８２８ ８９１ ▲６３ ▲７．１ 

 

④その他 

･マイレージ附帯収入やバニラ・エア㈱の収入、整備受託収入等で構成される航空事業における

その他の収入は、４６７億円（前年同期比２２．１％増）となりました。 

･バニラ・エア㈱では、４月にオープンした成田空港第３ターミナルで営業を開始したほか、航空

券販売開始時期の早期化や一部旅行会社での航空券販売の開始等により、需要の取り込み

に努めました。また、スマートフォンで旅行保険の取扱いを開始する等、利便性の向上を図りま

した。当第１四半期における輸送実績は、旅客数は３９２千人（前年同期比９８．０％増）、利用

率は８３．８％（前年同期差２４．１ポイント増）となりました。 

 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

・航空関連事業においては、関西空港や羽田空港での空港地上支援業務の受託増等により、

当第１四半期の売上高は５７８億円（前年同期比７．９％増）となりましたが、生産規模に連動し

た費用が増加したこと等から、営業利益は１９億円（前年同期比３０．８％減）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では、主力商品の「ＡＮＡスカイホリデー」が関西・沖縄方面を

中心に好調に推移したこと等により、売上高は前年同期を上回りました。海外旅行では、主力

商品の「ＡＮＡハローツアー」が欧州におけるテロや韓国におけるＭＥＲＳ感染拡大等の影響を

受け、売上高は前年同期を下回りました。なお、旺盛な訪日旅行需要を着実に取り込んだため、

訪日旅行の取扱高は前年同期を上回りました。これらの結果、当第１四半期の売上高は３６３

億円（前年同期比１．１％減）、営業利益は５億円（前年同期比２８．６％減）となりました。 

・商社事業においては、リテール部門や航空・電子部門の売上が好調に推移したこと等により、

当第１四半期の売上高は３５２億円（前年同期比１７．３％増）、営業利益は１４億円（前年同期

比１６４．３％増）となりました。 

・その他については、保守管理事業が好調に推移をしたこと等により、当第１四半期の売上高は

７９億円（前年同期比５．９％増）、営業利益は３億円（前年同期比９１．６％増）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２８年３月期 

第１四半期 
平成２７年３月期 増減 

総資産（億円） ２２，８３１ ２３，０２４    ▲１９２ 

自己資本（億円）  （注１） ８，１３７ ７，９８２     １５４ 

自己資本比率（％） ３５．６ ３４．７    １．０ 

有利子負債残高（億円） （注２） ７，９７２ ８，１９８   ▲２２６ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．０ １．０   ▲０．０ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／Eレシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２８年３月期 

第１四半期 

平成２７年３月期 

第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ７７６ ４９０ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ９０ ▲２９７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲３９７ １１３ 

現金および現金同等物期末残高  ２，５５９ ２，７３０ 

減価償却費 ３２６ ３２４ 

 

２．平成２８年３月期の見通し 

・今後のわが国の経済は、各種政策の効果もあり、景気は緩やかに回復していくことが期待さ

れております。一方で、当社グループを取り巻く環境は、海外景気の下振れ等の各種リスクに

加え、国内外でのさらなる競争激化も予想されます。 

・このような状況下、「２０１４～１６年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略ローリングプラン」を確実

に遂行し、「お客様満足と価値創造で世界のリーディングエアライングループを目指す」という

経営ビジョンの実現に向け、最適な事業ポートフォリオの構築とコスト構造改革に継続して取り

組むことにより、グループ経営基盤の強化と収益の最大化を目指してまいります。 

・収益基盤であるフルサービスキャリア事業においては、国内線では需給適合を強化して収益

性の堅持を図りつつ、国際線では拡大するグローバルな渡航需要を着実に取り込むためにネ

ットワークの拡充を進め、首都圏デュアルハブモデルをさらに進化させてまいります。 

 

以上により、４月３０日に発表いたしました平成２８年３月期の連結業績見通しの見直しは行

いません。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２８年３月期見通し（連結業績）】 予想 
前期実績 

（平成２７年３月期） 
増減 

売 上 高 １７，９００  １７，１３４ ７６５ 

営 業 利 益  １，１５０ ９１５ ２３４ 

経 常 利 益     ９００      ６７１ ２２８ 

親 会 社 株 主 に帰 属 する 

当 期 純 利 益 
    ５２０      ３９２ 

１２７ 

以上 


